
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 53 年 11 月 20 日 発行 
 

社団法人日本シヤッター工業会 

100 年史編修委員会 

 



発 刊 の 辞 
 

社団法人日本シヤッター工業会は去る昭和 49年に創立 10周年を迎え，記念事業の

一環としてシャッター史を編纂し，我が国におけるシャッターの歩みを永く後世に伝

えることといたしました。幸に現時点では明治・大正そして戦前の業界事情に通じて

おられる方々も現存され，これらの方々の積極的な御協力を得て，内容の充実と正確

を期し編纂に努め，この度本書が完成いたしましたことは業界にとりまして誠に有意

義，かつ欣ばしき次第であります。 

御承知の如くシャッターは 19 世紀のはじめ英国で木製のシャッターが作られまし

たのが生い立ちで，その後鉄製となり大いに発達し，日本には明治末期に米国から輸

入され，次いで本邦のメーカーで製作されるようになりましてから既に 70 数年の歳

月を経たのであります。この間，建築物の近代化，建築法規の整備による防火シャッ

ターの発達，更に戦後開発された軽量シャッターの目覚しい普及等幾多の変遷を経て

今日の業界の発展へと及んだわけでありまして，メーカー数社，従業員数百名に充た

ない戦前の業界から，全国各地に工場が進出しメーカー百社以上，従業員万を起える

現勢を迎え，往時を回想する時誠に今昔の感に堪えません。 

「温古知新」の言葉の如くこの小史がシャッター業界の，そして広く我が国建設業

界の今後の成長発展の参考資料として，いささかのお役に立ちますよう念願して止ま

ぬ次第であります。 

おわりに本書の作成に当り，多大な御協力と貴重な資料を執筆提供された各位のご

協力に厚く御礼を申し上げますと共に，編纂委員として常に地道な努力を傾注し本書

の完成を果された宮川吉也委員長，鈴木喜良委員のお二方に対し改めて謝意を表し発

刊の御挨拶といたします。 

 

昭和 53年 11 月 

社団法人日本シヤッター工業会 

会 長  髙 山 萬 司 

 

復刻版にあたって 
本書は，前身の社団法人日本シヤッター工業会が昭和 53年 11 月にＡ５版（224頁）

で発刊したものです。 

すでに発刊から 30 年以上経過し，現在の会員の方は大半がご存じないことから，

内容をデータ化し，協会ＷＥＢに掲載することにしました。 

シャッターだけでなく鋼製建具黎明期の歴史を知る上で大変貴重な資料であり，ぜ

ひご覧頂きたいと存じます。 

 

平成 21年 10 月 1日     

社団法人日本シヤッター・ドア協会 

事 務 局 
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